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1  は  し  め  に

青森県におけるカーネーションの切花栽培は近年多 くな

り,平成 3年度の生産額の前年対比は108%で ,今後さら

に増加すると考えられる。

出荷時期は 5月 から12月 までの 8か月間であるが,6月
から8月 までの出荷数量の割合が70%で あるのに対し,切

花単価の高い9月 以降は急激に減少し,9月 から11月 まで

の 3か月間の出荷数量の割合は25%にすぎない。

そこで,無力Π温ビニールハウスを利用した夏秋出し栽培

において,仕立て方法が採花期及び切花品質に及ぼす影響

を検討 した。

2試 験 方 法

0)供試品種 : “ノラセレクト"(シ ム系),

“タンガ"(地中海系)

・スカーレットベル"(エ ンゼル系)

0)仕立て方法と摘心回数 :① 3本仕立て (一回摘心),

② 4本仕立て (一回摘心),③ 5本仕立て (一回半摘心),

④ 6本仕立て (一回半摘心)

1991年 6月 8日 に 5節で 1回目の摘心を行い.6月 27日

に①は3本,②,③,④は4本に仕立てた。③と④は7月

4日 に 2回 日の摘心を行い,③は4本のうち 1本を,④は

4本のうち2本を摘心 し,7月 23日 に③は5本,④は6本

に仕立てた。

(31 定植期 :1991年 5月 21日 (採花期間は8月 13日 から

ll月 29日 までとした。)

に)栽培環境 :無加温ビニールハウス

6)栽植様式 :う ね幅160cm,条間12～36m,株 間12cn

6条植え。(31株 /r)
G)施肥量 (全量基肥,kg/a):堆 肥200

NIP,06:K20=10:12:10
に)区制 :2区制,1区 24株。

3 試験結果及び考察

(D 気温と生育の推移

6月 から9月 までの各月の最低気温の平均は約13℃以上

で推移し生育も順調であったが,10月 に入り気温が低下す

るにしたがって,生育・開花とも緩慢になった (図 1)。
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図 1 ビニールハウス内の最高気温と最低気温の推移

(地上80c lの気温 測定期間5月 1日 ～11月 30日 )

(1991年 青森畑園試)

品種によって生育速度が異なり, “スカーレットベル'

は他の 2品種より著しく生育が早かった。

仕立て方法では3品種とも3本及び4本社立て区の生育

が早く,5本 ,6本 と仕立て本数が多くなる区ほど遅い傾

向であった (表 1)。

表 1 生育 (7月 25日 調査) (1991年 青森畑園試)
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く8月 からで, “ノラセレクト"

であった (表 2)。

表2 月月1株当たり切花数

・タンガ"は 9月 か ら

(1991年 青森畑園試)

仕立て方法では, ・ノラセレクト'と “タンガ"は仕立

て本数の少ない区ほど採花期が早 くなる傾向であった。

“スカーレットベル"は 4本仕立て区が最も早 く,次いで

3本・ 5本仕立て区で,6本仕立て区が最も遅かった。 こ

れは摘心回数 1回の 3本・ 4本仕立て区が,摘心回数 2回

の 5本・ 6本仕立て区より生育が早 く進んだためと考えら

れる。

採花の最も多かった月は, “ノラセレクト"の 3本・ 4

本・ 5本仕立て区は9月 で,6本仕立て区は10月。 ・タン

ガ"の 3本仕立て区は9月 ,4本・ 5本・ 6本仕立て区は

10月 。 “スカーレットベル"の 3本・ 4本・ 5本仕立て区

は8月 ,6本仕立て区は9月 であった。
13)株当たり切花数

“ノラセレクト・ と “タンが は同じ位で, “スカーレッ

トベル"が最も多かった。

仕立て方法では “ノラセレクト"と “タンガ・ が 4本仕

立て区が最も多く,3本仕立て区と5本仕立て区は同程度,

6本仕立て区が少なかった。 5本・ 6本仕立て区は開花に

至らなかった側枝が多く発生 したが,10月 以降の低温のた

めと考えられる。 ・スカーレットベル・ は仕立て本数が多

い区ほど多かった。

“

)切花品質

表 3 切花品質  (1991年 青森畑園詢

3品種とも切花長が70cn以上で良好であった。仕立て方

法では,3品種とも仕立て本数が多いほど,切花長が長い

傾向であった。節数.花 らい数,茎径,切花重には仕立て

本数による差は認められなかった (表 3)。

4 ま と め

無加温ビニールハウスを利用した 5月 下旬定植の夏秋出

し栽培において,仕立て方法を検討した。

採花期が9月 ～10月 で,株当たり切花数が多く,切花品

質の良好な仕立て方法は “ノラセレクト"と “タンガ"は

―回摘心による4本仕立て, “スカーレットベル"は一回

半摘心による6本仕立てが有利であると考えられる。
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